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福島第一原子力発電所
１号機 原子炉格納容器窒素封入ライン（不活性ガス系）撤去について

2020年6月3日



説明内容について

1

1. 補正内容について

2-1. 本工事における補足説明 ①
（コメント内容）
 原子炉格納容器窒素封入ライン（不活性ガス系）除却後も「必要な窒素封入量」
を満足出来る旨、整理して説明すること

2-2. 本工事における補足説明 ②
（コメント内容）
 本工事における、撤去範囲（一部残置）について具体的に説明すること

2-3. 本工事における補足説明 ③
（コメント内容）
 配管切断作業の内容、被ばく低減対策及び計画線量を説明すること



１．補正内容について（１／３）
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 補正理由

変更する系統概略図に一部誤りがあったことから記載の適正化を行った。（赤枠部）

初回申請 補正１

添付資料－１ 添付資料－１



１．補正内容について（２／３）
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 補正理由

原子炉格納容器内酸素分析計ラックの封入点（T.P.）に誤りがあったため、記載の適正化を
行った（赤字部）

初回申請 補正１
添付資料－３

窒素封入ラインの構成
１．１号機
(1) 原子炉圧力容器窒素封入ライン：
既設の原子炉圧力容器ヘッドスプレイラインのテストラインに接続しており，原
子炉圧力容器のT.P.32,500付近の位置より窒素の封入が可能である。
また，既設のジェットポンプ計装ラックのドレンラインに接続しており，原子炉
圧力容器のT.P.15,300付近，16,900付近，24,200付近の位置より窒素の封入が
可能である。
(2) 原子炉格納容器窒素封入ライン：
既設の原子炉格納容器内酸素分析計ラックに接続しており,原子炉格納容器の
T.P.10,700付近の位置より窒素の封入が可能である。

２．２号機
(1)  原子炉圧力容器窒素封入ライン：
既設の原子炉圧力容器水位計の計装ラインに接続しており，原子炉圧力容器の
T.P.34,500付近の位置より窒素の封入が可能である。
(2)  原子炉格納容器窒素封入ライン：
既設の可燃性ガス濃度制御系A系の配管テストタップに接続しており，原子炉格納
容器のT.P.13,900付近の位置より窒素の封入が可能である。

３．３号機
(1)  原子炉圧力容器窒素封入ライン：
既設の原子炉圧力容器水位計の計装ラインに接続しており，原子炉圧力容器の
T.P.34,500付近の位置より窒素の封入が可能である。
(2)  原子炉格納容器窒素封入ライン：
既設の格納容器漏えい率検査用予備ラインに接続しており，原子炉格納容器の
T.P.13,500付近の位置より窒素の封入が可能である。

添付資料－３
窒素封入ラインの構成
１．１号機
(1) 原子炉圧力容器窒素封入ライン：
既設の原子炉圧力容器ヘッドスプレイラインのテストラインに接続しており，原
子炉圧力容器のT.P.32,500付近の位置より窒素の封入が可能である。
また，既設のジェットポンプ計装ラックのドレンラインに接続しており，原子炉
圧力容器のT.P.15,300付近，16,900付近，24,200付近の位置より窒素の封入が
可能である。
(2) 原子炉格納容器窒素封入ライン：
既設の原子炉格納容器内酸素分析計ラックに接続しており,原子炉格納容器の
T.P.13,500付近の位置より窒素の封入が可能である。

２．２号機
(1)  原子炉圧力容器窒素封入ライン：
既設の原子炉圧力容器水位計の計装ラインに接続しており，原子炉圧力容器の
T.P.34,500付近の位置より窒素の封入が可能である。
(2)  原子炉格納容器窒素封入ライン：
既設の可燃性ガス濃度制御系A系の配管テストタップに接続しており，原子炉格納
容器のT.P.13,900付近の位置より窒素の封入が可能である。

３．３号機
(1)  原子炉圧力容器窒素封入ライン：
既設の原子炉圧力容器水位計の計装ラインに接続しており，原子炉圧力容器の
T.P.34,500付近の位置より窒素の封入が可能である。
(2)  原子炉格納容器窒素封入ライン：
既設の格納容器漏えい率検査用予備ラインに接続しており，原子炉格納容器の
T.P.13,500付近の位置より窒素の封入が可能である。



１．補正内容について（３／３）
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 補正理由

• 概略図の記載の適正化（不活性ガス系封入ライン（T.P.5800）の削除）（赤枠部）

• 原子炉格納容器窒素封入ラインの明確化（赤字部）

• １号機原子炉格納容器封入点の追記（酸素分析系封入ライン）（赤字部）

初回申請 補正１



２－１．本工事における補足説明 ①（１／２）
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号機 1号機 2号機 3号機

原子炉圧力容器への

必要な窒素封入量（Nm3/h）※1
2.0 2.7※2 2.7※2

原子炉格納容器への

必要な窒素封入量（Nm3/h）
2.1※2 2.6 2.6

 必要な窒素封入量
原子炉格納容器内の水素濃度を「実施計画Ⅲ第1編第25条 表25-1」で定める

格納容器内水素濃度（2.5%）以下にするために必要な窒素封入量を表1に示す。

表1 必要な窒素封入量（2020年4月時点）

※１原子炉圧力容器に封入した窒素は，原子炉圧力容器より漏えいし，原子炉格納容器に流れ混む
ことから，原子炉圧力容器への窒素封入量を原子炉格納容器に封入する封入量とみなせる。

※２原子炉圧力容器へ単独ラインで封入した場合、表１で示す原子炉圧力容器及び原子炉格納容器
への必要な窒素封入量の大きい方（赤字）を封入することにより，必要な窒素封入量は満足さ
れる

 コメント内容
 原子炉格納容器窒素封入ライン（不活性ガス系）撤去後も「必要な窒素封入量」
を満足出来る旨、整理して説明すること



２－１．本工事における補足説明 ①（２／２）
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 １号機 窒素封入ラインの性能
各窒素封入ラインの性能を表2に示す。なお，最大封入量は過去に封入した最

大値（実績値）を記載する。

窒素封入系統 封入先 最大封入量（Nm3/h）

原子炉頂部冷却系封入ライン RVH系 原子炉圧力容器 約30

ジェットポンプ計装系封入ライン（A）JP系 原子炉圧力容器 約30※

ジェットポンプ計装系封入ライン（B）JP系 原子炉圧力容器 約30※

格納容器酸素分析系封入ライン D/WO2系 原子炉格納容器 約19

不活性ガス系封入ライン（撤去ライン） 原子炉格納容器 約34

表2 1号機 窒素封入ラインの性能

※ジェットポンプ計装系封入ラインの最大封入量は，片系ずつ封入した場合の封入量を示す。
両系封入で60Nm3/hの封入性能を示すものではない。

1号機の必要な窒素封入量「2.1Nm3/h」は，原子炉圧力容器系封入ライン
３ライン各々単独で満足できる。



２－２．本工事における補足説明 ②（１／２）
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 コメント内容
 本工事における、撤去範囲（一部残置）について具体的に説明すること

旧事務本館旧情報棟

凡例

クレーン走行路(現状)
クレーン走行路(拡幅エリア)
干渉ライン
窒素供給ホース
空気供給ホース

1号機R/B

N

平面図（概要図）

共用ヘッダD 共用ヘッダE

不活性ガス系
流量調整ユニット

空気圧縮機

 撤去範囲
下図に示す共用ヘッダD,E以外の設備について撤去を行う。
また，干渉ラインの一部配管を残置し，埋め戻しを行う。（詳細は次スライド参照）
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２－２．本工事における補足説明 ②（２／２）

1
号
機
R
/
B

N

液体窒素貯蔵タンク

廃液サージ
タンク

写真①

写真①

写真② 写真③

1号機R/B

廃液サージ
タンク

液体窒素
貯蔵タンク

写真②（部分拡大）

1号機
R/B

撤去

写真② 写真③
↑干渉ライン

↓埋め戻す範囲
↓設備保護トレンチ

平面図

断面図

撤去

撤去

400mm
程度

※掲載している写真は
１号機北西側ヤード整備前の写真



２－３．本工事における補足説明 ③（１／２）
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 コメント内容
 配管切断作業の内容、被ばく低減対策及び計画線量を説明すること

対策①③ 鉛遮蔽設置位置

②③ 配管切断・閉止溶接

① ハウス設置・火気養生

 作業内容及び被ばく低減対策

作業手順 作業内容 リスク 対策

1 ハウス設置・火気養生 高線量雰囲気での被ばく 高線量配管への鉛遮蔽設置による線量低減

2 配管切断・撤去 ダストの飛散による作業員及び
周辺への影響

作業員：全面マスク・アノラック装備による汚染防止
周辺：局所排風機を設置し、周辺へのダスト飛散防止

3 切断部閉止溶接 高線量雰囲気での被ばく 高線量配管への鉛遮蔽設置による線量低減

4 工事監理・放射線管理業務他 待機作業員への被ばく 待機場所に遮蔽小屋（低線量エリア）を設置し、待機作業員の被
ばく線量低減を図る

対策② 局所排風機設置

鉛遮蔽

作業床

×：測定ポイント（mSv）



２－３．本工事における補足説明 ③（２／２）
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作業
手順

作業内容 【対策無】計画線量
（人･mSv）

【対策有】計画線量
（人･mSv）

1 遮蔽小屋設置 - 16.80

2 高線量配管への遮蔽設置 - 1.50

3 ハウス設置・火気養生 48.00 43.20

4 配管切断・撤去 81.00 36.45

5 切断部閉止溶接 12.00 10.80

6 工事監理・放射線管理業務 52.92 17.01

計 193.92 計 125.76

 計画線量及び被ばく線量低減対策効果（概算）



福島第一原子力発電所
１号機 原子炉格納容器ガス管理設備
凝縮配管室空調機取替について

2020年6月3日

東京電力ホールディングス株式会社
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１．本工事における補足説明 ①（１／２）

 コメント内容
 凝縮配管室空調機の負荷容量について，A系/B系と記載が分かれたが，４台ある機

器のうち，どれがA系/B系に属するか実施計画上読めないため，明確化すること。

初回申請 補正（案）

2.8.2 基本仕様

2.8.2.1 １号機 主要仕様

（中略）

(3) 凝縮配管室空調機

冷却能力 28 kW（1 台あたり）

台 数 4

負荷容量 A系 15.5 kW（1 台あたり）
B系 15.8 kW（1 台あたり）

（中略）

2.8.2 基本仕様

2.8.2.1 １号機 主要仕様

（中略）

(3) 凝縮配管室空調機

冷却能力 28 kW（1 台あたり）

台 数 4

負荷容量 A系（A号機，C号機）

15.5 kW（1 台あたり）
B系（B号機，D号機）
15.8 kW（1 台あたり）

（中略）

 補正（案）
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１．本工事における補足説明 ①（２／２）

 系統概略図については各空調機に号機名を追記（朱書部）

空調機(A)

空調機(C)

空調機(B)

空調機(D)
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２．本工事における補足説明 ②

 コメント内容
 凝縮配管室空調機A系（A,C）交換作業中にB系（B,D）が故障等により停止した場合

の措置について説明すること。

 対応措置
凝縮配管室空調機全台停止の状態で，運転を継続する。

なお，工事進捗の状態により，旧品の復旧または新品交換のいずれか早期復旧ができる方
を選択し，速やかに当該装置の機能復旧を行う。

 対応措置の妥当性
凝縮配管室空調機は，原子炉格納容器ガス管理設備の最高使用温度95℃の抽気ガスに

対して，凝縮配管室を通過する過程において，25℃まで冷却・除湿する機能を有する。
工事が計画されている10月～12月において，抽気ガス温度は25℃を下回る温度である

ことから，凝縮配管室空調機の機能喪失した場合においても抽気ガスは除湿された状態で
あり，設備の運転継続は可能である。
ただし，原子炉格納容器ガス管理設備の運転に万全を期するため，速やかに設備復旧の

措置を実施する。
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【参考】抽気ガストレンドデータ

2019/10/1 2019/11/15 2019/12/31 2020/2/15 2020/3/31
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【参考】系統概略図

（参考）凝縮配管室空調機

室外機 室内機

Ｂ Ｄ

タービン建屋

原子炉建屋

 工事範囲は以下の通り

 凝縮配管室空調機のＡ，Ｃ号機

（Ａ，Ｃ号機がＡ系，Ｂ，Ｄ号機がＢ系を構成）


